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第１問　平安時代の政治に関する次の文章Ａ・Ｂを読み、下の問い（問１～８）に答えなさい。

Ａ　９世紀になると、藤原氏のうちでも
(ａ)

北家が他氏を追い落とし、自分の娘を天皇と結婚さ

せるなどして勢力を拡大した。以後、天皇の外戚として摂政・関白という地位に就き、政治の実

権を握る摂関政治がはじまった。北家のなかでも摂政・関白を出す家を
(ｂ)

摂関家といい、この

親族間では権力争いがおこなわれた。その後１０世紀末には、藤原道長が権力を握るに至った。

　一方、この間に律令体制は行き詰まり、
(ｃ)

戸籍・計帳にもとづいて民衆に負担を課すしくみ

が解体していった。そこで、朝廷は地方の行政を国司に任すようになり、現地に赴任する国司の

上席者に大きな権限をもたせるようになった。このような国司は受領と呼ばれた。一方では現地

に赴任せず、収入だけを受け取る  　　ア　　 と呼ばれる国司もみられた。朝廷の儀式運営や

寺社造営などを請け負って、見返りに官職を得る  　　イ　　 もおこなわれた。

問１　下線部（ａ）に関連して、８６６（貞観８）年に「応天門の変」とよばれる事件が起きた。

この事件に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組合せとして正しいものを、下

の①～④のうちから一つ選びなさい。　 １ 　

Ｘ　この事件の結果、伴氏が没落した。

Ｙ　この事件の結果、菅原氏が没落した。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問２　下線部（ｂ）に関連して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選び

なさい。　 2

① 摂関家は、大陸との貿易を積極的に行い、港を整備した。

② 摂関家は、官職の任命などの人事権を実質的に握り、私的に中下級の貴族を従えた。

③ 摂関家による政治では、摂政・関白を中心に限られた貴族が政治を行った。
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④ 摂関家のような有力な貴族は、寝殿造の立派な邸宅を構えた。

問３　下線部（ｃ）に関連して述べた文として誤っているものを、次の①～④のうちから一つ選び

なさい。　 3

① 調・庸・雑徭などが男性に課されることになっていた。

② 土地一区画ごとに等級を定め、生産量を算出して課税していた。

③ 都を警備する衛士や、九州沿岸を守る防人などの兵役が課せられていた。

④ 調・庸として納められる品々は、運脚によって都まで運ばれていた。

問４　空欄 ア イ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 4

① ア　遙任 イ 成功 ② ア　遙任 イ 重訴

③ ア　転封 イ 重訴 ④ ア　転封 イ 成功

Ｂ　藤原道長とその子
(ｄ)

藤原頼通の時代には、藤原氏による摂関政治が最盛期を迎えた。この

ころ、地方では、名の納税などを請け負う大名田堵や土着した国司の一族が、大規模な
(ｅ)

荘園

の開発を進め、摂関家には多くの荘園が集中して、これが収入源となった。

　しかし、１０６８（治暦４）年に後三条天皇が即位すると、約１７０年ぶりの藤原氏を外戚としな

い天皇としてみずから政治をおこない、
(ｆ)

延久の荘園整理令を出した。次の  　　ウ　　 天

皇は、子の堀河天皇に位を譲った後も政治の実権を握り続け、これまで摂関家につき従っていた

中下級貴族を  　　エ　　 として登用した。

次頁に続きます
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問５　下線部（ｄ）に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正しい

ものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 5

Ｘ　藤原頼通は、嵯峨天皇の命令をすみやかに伝達するために、蔵人頭に任命された。

Ｙ　藤原頼通が建立した平等院鳳凰堂は、寄木造の手法を完成させた仏師定朝がつくった阿

弥陀如来像を本尊とする。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問６　下線部（ｅ）について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

6

① 荘園は、中国の均田法がモデルとなっていた。

② 荘園領主たちは、その支配のために目代を派遣した。

③ 荘園を寄進した開発領主は、荘官に任じられて荘園の管理にあたった。

④ 荘園制は、短期間で行き詰まり、国衙領がこれに代わった。

問７　下線部（ｆ）に関連して次に掲げる史料は、延久の荘園整理令の実施にあたり設けられた記

録荘園券契所について述べる慈円の『愚管抄』の現代語訳である。史料を参考にして、この

法令の理解として誤っているものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 7 　

〔史料〕慈円『愚管抄』（鎌倉時代初期）

この後三条天皇の時代に、（中略）延久の記録所（記録荘園券契所）というものが初めて設けら

れた。これは、「全国の私領（荘園）が、天皇の命令や太政官が下す文書で（権利を）認められ

たわけではない土地をかすめ取っていることは天下の大きな害悪である」と（天皇が）お考えに

なり、とくに藤原頼通の時に、「（ここは）摂関家の御領だ」と主張して、全国に荘園があふれ、

国司の任務が遂行できないなどの声を（天皇が）お聞きになっておられたからこそ（記録所を設

置されたの）であろう。

(『愚管抄』巻４)（注）
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（注）『愚管抄』…鎌倉時代の初めに摂関家出身の天台僧慈円が著した歴史論書。

＊上記の史料本文は、現代語に訳したうえ、読みやすくするために、意訳をするなど、表現を変更した部分があ

　る。

① 後三条天皇の時代には、摂関家が領有する荘園は諸国に成立していた。

② 後三条天皇の荘園整理では、摂関家の荘園については整理の対象外とされた。

③ 後三条天皇は、これまでの荘園のあり方を好ましく思っていなかった。

④ 後三条天皇は、設置した記録所（記録荘園券契所）に、荘園領主から権利を示す書類を

提出させた。

問８　空欄 ウ エ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 8

① ウ　白河 エ 御内人 ② ウ　白河 エ 院近臣

③ ウ　鳥羽 エ 御内人 ④ ウ　鳥羽 エ 院近臣

次頁に続きます
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第２問　田沼時代とその後の政治に関する次の文章Ａ・史料Ｂを読み、下の問い（問９～ 16）

に答えなさい。

Ａ　将軍徳川家治の時代に実権を握った田沼意次は、財政増強を目的として、年貢による収入

のみに頼らず、商工業を奨励することによる  　　ア　　 の収入増加をめざした。そのため、

(ａ)
都市や農村の職人・商人に対する施策をおこなったほか、公共事業にも民間資金を活用し、

手賀沼や
（ｂ）

印旛沼の干拓事業を推進した。交易の増強にも力を入れ、
(ｃ)

俵物の輸出を奨励し

たほか、ロシアとの交易を企図した。しかし、商工業を重視した結果、利権を求める者が多く現

れ、士風を退廃させた。同時に、浅間山噴火を一因とする
(ｄ)

天明の飢饉が発生するなど、世情

も不安定になった。老中  　　イ　　 は、
(ｅ)

田沼政治が抱えた問題の修正を図り、祖父徳川

吉宗が実施した享保の改革を模範として改革を進めた。

問９　空欄 ア イ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 9

① ア　運上・冥加 イ 松平定信 ② ア　運上・冥加 イ 水野忠邦

③ ア　勘定・札差 イ 松平定信 ④ ア　勘定・札差 イ 水野忠邦

問 10　下線部 (ａ)について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 10

① 江戸幕府が直営する金座を新設し、金を中心とした貨幣制度への移行をめざした。

② 新規参入業者による商工業の活性化を目的として、既存の株仲間を解散させた。

③ 同業者で構成される株仲間を積極的に公認し、独占的な営業を認めた。

④ 相対済し令を出し、商人や職人が抱える負債の軽減を図った。
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問 11　下線部（ｂ）について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 11

① 利根川下流の治水を目的に実施されたが、利根川の洪水により成功しなかった。

② 新田開発を目的として実施されたが、最終的には大岡忠相の時代まで完成しなかった。

③ 利根川下流の治水を目的に実施されたが、資金が枯渇し、事業が廃止された。

④ 新田開発を目的として実施されたが、利根川の洪水により完成には至らなかった。

問 12　下線部 (ｃ) について述べた文として誤っているものを、次の文①～④から一つ選びな

さい。　 12

① 俵物とは、俵に海産物の干物を詰めた中国向けの輸出品であり、長崎に俵物役所を設置

して、俵物の輸出振興をはかった。

② 寛政期以降、ロシア船が日本近海に姿を見せるようになり、ロシアが日本に通商を求め

てくるようになった。

③ 蝦夷地の開発やロシアとの交易を目的に、最上徳内に命じて千島列島を調査させた。

④ 蝦夷地は農産物に乏しかったため、商場知行制によるロシアとの交易を計画した。

問 13　下線部 (ｄ)について述べた文として誤っているものを、次の文①～④から一つ選びなさ

い。　 13

① 火山灰が西日本に達したこと、イナゴが大発生したことにより、西日本一帯が不作に陥

り、江戸に農民が流入した。

② 飢饉対策や米価の安定を目的として、囲米を実施した。

③ 荒廃した農村を復興させるため、都市へ流入した農民に旅費を支給して農村へ返す旧里

帰農令を出した。

④ 農民は飢餓に陥り、米価が高騰したことから町人も苦境に陥り、名主や米商人に対する

打ちこわしが発生した。

次頁に続きます



− 15−　

Ｂ　以下の史料は、下線部（ｅ）に関連し、１７９０（寛政２）年に林
はやし

大
だいがくの

学頭
かみ

へ通達された内容の

現代語訳である。

〔史料〕

林大学頭（注１）へ

　朱子学については、慶長以来、徳川将軍家の代々が信認してきた学問であって、すでに林家の

代々がその学風を維持するようにと（将軍家から）命じられているのであるから、気をぬかず、

正統な学問である朱子学に励み、門人たちを取り立てなければならない。ところが最近の世の中

では、さまざまな新しい学説がとなえられ、正統ではない異端の学説が流行し、風紀・秩序を乱

すような類いの者がいる。これは全く、朱子学が衰えているからなのか、看過できないことであ

る。林家の門人たちの中にも、そのような異端の学説を学ぶ者も時折いるようにも聞いている

が、どういうことか。このたび、湯島の学問所（注２）が取り締まるようにと厳重に命じられ、柴

野彦助（注３）と岡田清助（注４）も、それを命じられたので、よくこの旨を相談し、門人たちが異端

の学説を学ぶことを厳しく禁じ、かつ、自分たちの門下に限らず、他の門派とも相談し、
（ｆ）

朱

子学を講義・研究し、人材を取り立てるように心がけよ。

　（『徳川禁令考』）

＊上記の史料本文は、現代語に訳したうえ、読みやすくするために、意訳をするなど、表現を変更した部分がある。

（注１）林大学頭…林錦峯（１７６７―１７９３）。大学頭は幕府に仕えた儒官の長で、代々林家が世襲した。

（注２）湯島の学問所…林家の聖堂に付属して整備された学問所。のちに幕府直轄の学問所となった。

（注３）柴野彦助…柴野栗山（１７３６―１８０７）。抜擢されて幕府の儒官となった。

（注４）岡田清助…岡田寒泉（１７４０―１８１６）。抜擢されて幕府の儒官となった。

問 14　Ｂの史料は イ が主導した改革の一環でおこなったある施策の内容を示す史料

である。この施策の呼称として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。

14

① 教育令 ② 人返しの法 ③ 相対済し令 ④ 寛政異学の禁

問 15　Ｂの史料をよく読み、ここから読み取れる内容について述べた文として誤っているもの

を、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 15
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① この通達によれば、徳川将軍家においては、かつては朱子学が異端の学説であるとされ

ていたことがわかる。

② この通達によれば、林家の門人たちのなかにも異端の学説を学ぶ者がいたことがわか

る。

③ この通達によれば、湯島の学問所が異端の学説を取り締まる役目を命じられたことがわ

かる。

④ この通達では、林家は同様の役目が命じられた柴野彦助（栗山）・岡田清助（寒泉）と

協力して異端の学説を取り締まるようにと命じている。

問 16　下線部（ｆ）について述べた文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びなさ

い。　 16

① 出版統制令などの施策を推進するために、朱子学の民間への浸透を図った。

② 各地の寺子屋で、朱子学の試験をおこなうようになった。

③ 旗本や御家人などを朱子学にもとづいて育成し、人材を登用しようとした。

④ 全国の村役人に対して、朱子学にくわしい人材の推薦を命じた。

次頁に続きます
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第３問　戦時体制に関する次の文章Ａ・Ｂを読み、下の問い（問 17～ 24）に答えなさい。

Ａ　１９３７（昭和１２）年
（ａ）

日中戦争が始まると、第１次近衛文麿内閣は直接的な経済統制に踏

み切った。その翌年には ア　　 を制定し、政府は議会の承認なしに戦争遂行に必要な物

資や労働力を動員する権限を与えられ、国民生活を全面的に統制することが可能となった。また、 

イ　　 によって物資の動員計画が作成され、軍需品が優先的に生産された。

　軍需産業の急速な拡充は、日本経済の重化学工業化をもたらしただけでなく、農業などの第１

次産業や商業などの第３次産業から、鉱工業などの第２次産業への大規模な労働力移動を促進し

た。１９３９（昭和１４）年の  　　ウ　　 はこの流れを加速させた。
（ｂ）

その後も、戦争の拡大・

長期化にともない、労働力の強制的動員は強まる一方であった。

　他方、国内向けの綿製品の生産・販売が禁止されるなど、「不要不急」の民需品の生産や輸入

はきびしく制限され、生活必需品は品不足となった。このため、
(ｃ)

政府はさまざまな手段を講

じ、極端に統制を強めていった。

問 17　下線部 (ａ)に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正し

いものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 17

　　Ｘ　北京郊外の盧溝橋付近で起こった日中両軍の衝突事件から全面戦争に発展した。

　　Ｙ　近衛文麿は、この戦争の目的が「大東亜共栄圏」の建設にあることを声明した。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問 18　空欄 ア イ ウ に入る語句の組み合わせとして正しい

ものを、次の①～④のうちから一つ選びなさい。　 18

① ア　重要産業統制法 イ 経済企画庁 ウ 労働関係調整法

② ア　重要産業統制法 イ 企画院 ウ 国民徴用令
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③ ア　国家総動員法 イ 経済企画庁 ウ 労働関係調整法

④ ア　国家総動員法 イ 企画院 ウ 国民徴用令

問 19　下線部（ｂ）に関連して戦時体制下の状況を述べた文として誤っているものを、次の①～

④のうちから一つ選びなさい。 19

① 吉田茂内閣によって経済安定本部が設けられ、傾斜生産方式が閣議決定された。

② 日本国内では、青壮年男性の多くが軍隊に動員されたため、必要な労働力が絶対的に不

足していた。

③ 女子挺身隊に編成された女性は、軍需工場などでの労働に配置された。

④ 多くの朝鮮人が労務動員として日本へ強制的に送り出され、勤労させられた。

問 20　下線部 (ｃ)に関連して述べた次の文Ⅰ～Ⅳについて、正しいものの組み合わせを、下の

①～④のうちから一つ選びなさい。 20

　　Ⅰ　流通革命を指導した。

　　Ⅱ　価格等統制令を出して公定価格を導入した。

　　Ⅲ　減反政策を実施した。

　　Ⅳ　米の強制的買上げ制度（供出制）を実施した。

① Ⅰ・Ⅱ ② Ⅰ・Ⅲ ③ Ⅱ・Ⅳ ④ Ⅲ・Ⅳ

Ｂ　１９４０（昭和１５）年、近衛文麿は
(ｄ)

枢密院議長を退き、 エ の先頭に立った。

近衛はふたたび組閣し、この動きを  　　オ として結実させた。また、その下部組織とし

て部落会・町内会・隣組が整備されるとともに、
（ｅ）

大日本産業報国会なども結成された。これ

らの団体は、国民を戦争に動員するうえで大きな役割を果たした。

教育面では、  　　カ が国民学校に改められ、「忠君愛国」の国家主義的教育が推進さ

れた。また、朝鮮・台湾でも、日本語教育の徹底など キ　　 が実施された。

次頁に続きます
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問 21　下線部 (ｄ)に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正し

いものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 21

　　Ｘ　これは、大日本帝国憲法の草案を審議するために設置された。

　　Ｙ　これは、大日本帝国憲法には規定されていない憲法外機関である。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問 22　空欄 エ オ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 22

① エ　新体制運動 オ 大政翼賛会

② エ　新体制運動 オ 保守合同

③ エ　国家改造運動 オ 大政翼賛会

④ エ　国家改造運動 オ 保守合同

問 23　下線部（ｅ）に関連して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正し

いものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 23

　　Ｘ　持株会社やカルテル・トラストなどが禁止され、巨大独占企業の分割がおこなわれた。

　　Ｙ　産業組合の拡充などを通じて農民を結束させ、「自力更生」をはからせた。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

問 24　空欄 カ キ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 24
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① カ　中学校 キ 皇民化政策 ② カ　中学校 キ 民族自決

③ カ　小学校 キ 皇民化政策 ④ カ　小学校 キ 民族自決

第４問　日本文化の歴史に関する次の文章Ａ・Ｂを読み、下の問い（問 25～ 32）に答えなさ

　　い。

Ａ　院政期の文化は土台としては貴族文化でありながらも、新たに台頭してきた武士や庶民の文

化や、地方文化の影響をうけたものが生まれている。
(ａ)

後白河上皇が民間の流行歌謡である今

様の歌詞を集めた『梁塵秘抄』を編んだことは、この時期に貴族文化と庶民文化とがかかわりを

もって進展していたことを示している。田楽や猿楽などの芸能も貴族・庶民の階層を問わず流行

し、人があつまる寺院などの行事で演じられた。このころ成立した  　　ア は、インド・

中国・日本の１０００余りの説話を集成しており、貴族はもとより、武士や庶民の活動や生活の様

子を生き生きと描き出している。またこの時期、  　　イ　　 をはじめとする歴史物語が発生

した。

鎌倉時代には、 　　ウ　　 が『方丈記』に、兼好法師が  　　エ　　 に世の無常をあらわ

した。また、  　　オ の語りによって流布した『平家物語』は、無常観をもって平氏の興

亡を描いた鎮魂の物語である。説話集としては  　　ア　　 の影響が特に色濃い  　　カ

のほかに、『古今著聞集』などが生み出された。

次頁に続きます
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問 25　下線部 (ａ)について説明した文として正しいものを、次の①～④のうちから一つ選びな

さい。　 25

① 院政を開始し、摂関家をおさえて専制的な政治をおこなうとともに、北面の武士を組織

した。

② 平清盛を外祖父に持ち、幼少で天皇となるが、壇の浦の戦いにおいて平氏と運命を共に

して亡くなった。

③ 源頼政と連携して平氏打倒の兵をあげ、諸国の武士に挙兵をよびかける命令を発した。

④ 崇徳上皇側との間で武力衝突となり、源義朝 ・平清盛らの武士の力によって勝利した。

問 26　空欄 ア イ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 26

① ア　『日本霊異記』　　イ　『続日本紀』　　②　ア　『今昔物語集』　　イ　『大鏡』　

③ ア　『古事談』　 イ　『吾妻鏡』　 ④ ア　『沙石集』　 イ　『太平記』　

問 27　空欄 ウ エ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 27

① ウ　藤原定家 エ　『十六夜日記』　 ② ウ　最澄 エ　『源平盛衰記』　

③ ウ　鴨長明 エ　『徒然草』　 ④ ウ　慶滋保胤 エ　『元亨釈書』　

問 28　空欄 オ カ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 28

① オ　修験者 カ　『群書類従』　 ② オ　琵琶法師 カ　『宇治拾遺物語』　

③ オ　神官 カ　『竹取物語』　 ④ オ　巫女 カ　『おらが春』　
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Ｂ　１８世紀のなかばには、『古事記』『日本書紀』の研究が国学として発達し、洋学や儒教・仏

教を  　　キ として排する方向へと向かった。国学を思想として整えた
(ｂ)

本居宣長は、

古来の精神に立ち返ることを重視する立場に立って、 ク を除去するべきであること

を主張した。化政期には  　　ケ が復古神道を唱えて、国学は国粋主義の傾向を帯びた。

それは地域の神官や豪農・豪商の支持をうけ、幕末の コ　　 などに影響を与えた。

　１８６８（明治元）年には、古代の官制である サ　　 が再興され、これに国学者や神道

家が登用されるとともに、１８７０（明治３）年には大教宣布の詔が発せられ、神道を中心とした

国民教化の方向性が示された。維新前の日本の寺院や神社においては  　　シ　　 が一般的に

みられたが、これに対して神仏分離令が出され、各地では廃仏毀釈が運動として展開された。

問 29　空欄 キ ク に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 29

① キ　固有の思想 ク　「大和心」　 ② キ　融合思想 ク 正統派

③ キ　外来の思想 ク　「漢心」　 ④ キ　本地垂迹思想 ク 異端派

問 30　下線部（ｂ）に関して述べた次の文Ｘ・Ｙについて、その正誤の組み合わせとして正しい

ものを、下の①～④のうちから一つ選びなさい。　 30

　　Ｘ　本居宣長は、江戸幕府の援助を受けて和学講談所をたて、古典や諸史料の収集や校訂を

行った。

　　Ｙ　本居宣長は、儒教の古典を確実な典拠にもとづいて実証的・客観的に解釈しようとし

た。

① Ｘ―正　　Ｙ―正 ② Ｘ―正　　Ｙ―誤

③ Ｘ―誤　　Ｙ―正 ④ Ｘ―誤　　Ｙ―誤

次頁に続きます



問 31　空欄 ケ コ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 31

① ケ　平田篤胤 コ 尊王攘夷運動 ② ケ　賀茂真淵 コ 尊王攘夷運動

③ ケ　賀茂真淵 コ 自由民権運動 ④ ケ　平田篤胤 コ 自由民権運動

問 32　空欄 サ シ に入る語句の組み合わせとして正しいものを、次の①

～④のうちから一つ選びなさい。　 32

① サ　陰陽寮 シ 神仏習合 ② サ　評定衆 シ 加持祈禱

③ サ　院司 シ 加持祈禱 ④ サ　神祇官　　シ　神仏習合

以上で問題は終わりです。




